
　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　

   韮山城跡の構造
   　発掘調査の成果　　   　本城の曲輪配置と周辺の堀　　　

　　描かれた韮山城

伊豆国田方郡韮山古城図
（公益財団法人江川文庫所蔵）

（山口県文書館所蔵）

空から見た韮山城跡と付城跡群

堀と石敷き道路（芳池第 5地点）

写真下部が石敷き道路で、直交するよ
うに堀がみつかりました。堀は障

しょう

子
じぼ り

堀
で、法

のりめん

面上部に杭を立てた跡が残って
いました。

石組みの水路で区切られた、屋敷の区
画がみつかりました。家臣や職人の居
住地と考えられます。

石組み水路と屋敷の区画（芳池第1地点）

小田原陣之時韮山城仕寄陣取図

江戸時代に伊豆地方の代官をつとめ

た江川家には、寛
かんせい

政５年（1793）の「韮

山古城図」が伝えられています。　

本城の曲輪のようすや名称、周囲を

堀や土塁がめぐっていることが読みと

れます。

「韮山城仕
し よ り じ ん と り ず

寄陣取図」は小田原攻め

の際に、韮山城を囲んだ豊臣軍の布陣

を書き残した絵図です。毛利家に伝え

られました。

「蜂
は ち す か

須賀」・「福島」など、豊臣方の

武将の名前があり、付城の配置も描か

れていて、現在残っている付城跡の遺

構と一致する場所もあります。

韮山城跡は、中心となる本城である

龍
りゅうじょうざん

城山、天
て ん が た け

ヶ岳、龍城山周辺の低地部

と、広い地域にわたって城域が広がっ

ています。

龍城山は南北が約 400 ｍ、東西が

約 100 ｍの細長い尾根で、南北方向

に５つの曲
く る わ

輪が配置されています。

天ヶ岳は南北が約 1100 ｍ、  東西

が約 700 ｍの山で、標高 128 ｍの

山頂部から星形に尾根が広がっていま

す。山頂部と尾根の先端には、堀や

土塁などの遺構が良好に残っていま

す。低地部には、「御
お ざ し き

座敷」・「大
お お て

手」・

「外
そといけ

池」など、城に関連する小字があり、  

城内のようすを知る手がかりになって

います。

韮山城跡の東側には、豊臣軍の付城

跡があります。

韮山城跡の発掘調査では、本城周囲

の低地部で、堀・園
え ん ち

池・道路・屋敷地

などがみつかっています。堀は本城を

幾重にもめぐっていて、左ページの古

城図と、部分的に一致していることも

確認できました。本城の南側と東側で

は、屋敷地の遺構がみつかり、周辺に

城下町があったことも明らかになって

います。

調査で検出
された堀

調査範囲凡例 現況で確認
可能な堀

既調査成果
からの推定

曲輪名は寛政古絵図による　　（　　）小字名・伝承

　韮山城 発掘調査地点と堀の配置 (1/5,000)

（小字外池）

（小字大手）

（
小
字
御
座
敷
）

本城

江川遺構群

本立寺付城跡

追越山付城跡

上山田付城跡

昌渓院付城跡

土手和田遺構群
天ヶ岳遺構群

( 龍城山 )

0 1：3,000 200 ｍ

現況で確認できる堀

現況で確認できる土塁

推定される堀範囲 散策道

（　　）小字名・伝承

曲輪名は寛政 5 年古城図による

発掘調査で検出した堀凡 例

発掘調査範囲

城内を歩くときは、階段や坂道が

滑るので注意せよ。

急斜面には決して近づかない

ように！

そうずい


